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(
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回
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藤
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講
師 
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楽
講
師 
松
井
講
師 
安
藤
講
師 
臼
井
教
授 
尾
畑
講
師
三
明
助
教
授
樋
口
講
師
幡
谷
教
授
歎
異
抄(
三
・
四
回
生)
臼
井
教
授
歎
異
抄(
三
・
四
回
生)
小
野
教
授
歎
異
抄(
三
・
四
回
生)
神
戸
教
授
歎
異
抄(
三
・
四
回
生)
江
上
助
教
授
歎
異
抄(
三
・
四
回
生)
安
富
教
授
歎
異
抄(
三
・
四
回
生)
延
塚
助
教
授
編
集
後
記
『
親
鸞
教
学
』
第
62
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
 
今
回
の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド"
ブ
ル
ー
ム
教
授
の
論 
稿
は
、
国
際
真
宗
学
会
の
学
会
誌
『
宀
き
マIー̂
 
の
論
文
を
、
樋
口
章
信
先
生
が
翻
訳 
し
て
く
だ
さ
っ
た
も
の
で
す
。
掲
載
を
許
可
し 
て
い
た
だ
い
た
ブ
ル
ー
ム
教
授
、
国
際
真
宗
学 
会
、
並
び
に
翻
訳
の
労
を
と
っ
て
い
た
だ
い
た 
樋
口
先
生
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
安
富 
信
哉
先
生
の
著
作
『
親
鸞
と
危
機
意
識
』
の
書 
評
を
、
東
京
工
芸
大
学
教
授
の
加
藤
智
見
先
生 
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
併
せ
て
掲
載
い 
た
し
ま
す
。
な
お
本
年
八
月
三
日
よ
り
五
日
ま
で
、
大
谷 
大
学
に
お
き
ま
し
て
国
際
真
宗
学
会
第
六
回
大 
会
が
開
催
さ
れ
、
内
外
の
多
く
の
研
究
者
を
迎 
え
て
活
発
な
議
論
が
為
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
の 
詳
報
は
、
次
号
の
『
親
鸞
教
学
』
で
ご
報
告
す 
る
予
定
で
す
。
現
代
は
世
界
的
に
も
国
内
的
に
も
一
つ
の
大 
き
な
転
換
期
に
あ
る
こ
と
を
、
誰
も
が
実
感
し 
て
い
る
と
き
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
歴
史
と 
い
う
も
の
は
常
に
動
い
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ 
の
よ
う
な
こ
と
を
強
調
す
る
必
要
は
な
い
と
も
思
わ
れ
る
が
、
た
だ
私
た
ち
が
現
代
直
面
し
て 
い
る
の
は
歴
史
的
事
実
の
推
移
と
い
う
よ
り
も
、
 
既
成
の
価
値
観
・
世
界
観
で
は
間
に
合
わ
な
く 
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
経
済
的
繁
栄
を
至
上
価
値
と
し
て
生
き
て
き 
た
こ
と
が
、
地
球
規
模
で
の
破
滅
を
推
進
す
る 
と
い
う
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
よ
う
や 
く
私
た
ち
自
身
の
生
き
方
と
在
り
方
が
問
わ
れ 
る
情
況
に
あ
る
。
そ
れ
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
文 
化
の
問
題
と
い
う
よ
り
も
、
人
間
中
心
主
義
・
 
自
己
中
心
主
義
と
い
う
前
提
そ
の
も
の
の
持
つ 
犯
罪
性
を
、
人
間
共
通
の
問
題
と
し
て
見
据
え 
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
親
鸞
は
『
教
行
信
証
』
化
身
土
巻
で
『
無
量 
寿
経
』
の
教
説
に
よ
っ
て
、
人
間
の
求
め
る
幸 
福
を
「
胎
生
」
と
い
う
言
葉
で
、
夢
の
中
で
眠 
っ
て
い
る
状
態
と
し
て
、
象
徴
的
に
示
し
て
い 
る
が
、
「
全
て
が
人
間
の
思
い
通
り
に
な
る
は 
ず
だ
」
と
い
う
、
欲
望
拡
大
に
基
づ
く
進
歩
や 
発
展
と
い
う
幻
想
か
ら
醒
め
る
こ
と
が
、
現
代 
の
私
た
ち
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
思 
わ
れ
る
。
 
(
文
責
、
安
藤)
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